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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年2月10日(2011.2.10)

【公表番号】特表2010-512230(P2010-512230A)
【公表日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-016
【出願番号】特願2009-541532(P2009-541532)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  17/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年12月13日(2010.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマーゲルを形成するための第１の組成物を含む、対象における灌流臓器止血のため
の薬剤であって、
　前記薬剤が、前記組成物の所定の体積を臓器と流体連通している動脈血管に導入するの
に適しており、
ここで、
　前記体積が、前記臓器を実質的に灌流するのに十分な量であり、
　前記組成物が、前記臓器において過渡的ゲルを形成する
ことを特徴とする、薬剤。
【請求項２】
　前記組成物の前記容積が、約１～２５ｍＬ又は約１～１０ｍＬであることを特徴とする
、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３】
　前記組成物が、約１～３０秒間又は約２～２０秒間かけて導入されることを特徴とする
、請求項１に記載の薬剤。
【請求項４】
　前記過渡的ゲルが、哺乳動物の生理的温度においてゲルであることを特徴とする、請求
項１に記載の薬剤。
【請求項５】
　前記過渡的ゲルが、少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーを含んでな
ることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項６】
　前記過渡的ゲルが、約５％～約３５％の前記逆感熱性ポリマーを含んでなることを特徴
とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項７】
　前記過渡的ゲルが、約１０％～約３０％の前記逆感熱性ポリマーを含んでなることを特
徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーの多分散性指数が、約１．
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５～約１．０であることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーの多分散性指数が、約１．
２～約１．０であることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、ブロック共重合体、ラ
ンダム共重合体、グラフト重合体、及び分岐共重合体からなる群より選択されることを特
徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、ポリオキシアルキレン
ブロック共重合体であることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、ポロキサマー及びポロ
キサミンからなる群より選択されることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、ポロキサマー４０７、
ポロキサマー２８８、ポロキサマー１８８、ポロキサマー３３８、ポロキサマー１１８、
「テトロニック」１１０７及び「テトロニック」１３０７からなる群より選択されること
を特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、ポロキサマー４０７で
あることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、精製ポロキサマー及び
精製ポロキサミンからなる群より選択されることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、精製ポロキサマー４０
７、精製ポロキサマー２８８、精製ポロキサマー１８８、精製ポロキサマー３３８、精製
ポロキサマー１１８、精製「テトロニック」１１０７及び精製「テトロニック」１３０７
からなる群より選択されることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの随意的に精製された逆感熱性ポリマーが、精製ポロキサマー４０
７であることを特徴とする、請求項５に記載の薬剤。
【請求項１８】
　前記過渡的ゲルが賦形剤を含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項１９】
　前記過渡的ゲルが医薬用脂肪酸賦形剤を含んでなることを特徴とする、請求項１に記載
の薬剤。
【請求項２０】
　前記医薬用脂肪酸賦形剤が、オレイン酸ナトリウム、ラウリン酸ナトリウム又はカプリ
ン酸ナトリウムであることを特徴とする、請求項１９に記載の薬剤。
【請求項２１】
　前記過渡的ゲルが治療剤を含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項２２】
　前記治療剤が、抗炎症薬、抗生物質、抗菌薬、化学療法薬、抗ウイルス薬、鎮痛薬、及
び抗増殖薬からなる群より選択されることを特徴とする、請求項２１に記載の薬剤。
【請求項２３】
　前記治療剤が抗生物質であることを特徴とする、請求項２１に記載の薬剤。
【請求項２４】
　前記過渡的ゲルがコントラスト増強剤を含んでなることを特徴とする、請求項１に記載



(3) JP 2010-512230 A5 2011.2.10

の薬剤。
【請求項２５】
　前記コントラスト増強剤が、放射線不透過性材料、常磁性材料、重原子、遷移金属、ラ
ンタニド、アクチニド、染料、及び放射性核種含有材料からなる群より選択されることを
特徴とする、請求項２４に記載の薬剤。
【請求項２６】
　前記過渡的ゲルの転移温度が、約２０℃～約５０℃であることを特徴とする、請求項１
に記載の薬剤。
【請求項２７】
　前記過渡的ゲルの転移温度が、約３０℃～約４０℃であることを特徴とする、請求項１
に記載の薬剤。
【請求項２８】
　前記過渡的ゲルの生理的温度における容積が、転移温度未満における容積の約８０％～
約１２０％であることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項２９】
　前記過渡的ゲルの生理的温度における容積が、転移温度未満における容積の約８０％～
約１２０％であり、前記過渡的ゲルの転移温度が約２０℃～約５０℃であることを特徴と
する、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３０】
　前記過渡的ゲルの生理的温度における容積が、転移温度未満における容積の約８０％～
約１２０％であり、前記過渡的ゲルの転移温度が、約３０℃～約４０℃であることを特徴
とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３１】
　前記過渡的ゲルの生理的温度における容積が、転移温度未満における容積の約８０％～
約１２０％であり、前記過渡的ゲルの転移温度が、約２０℃～約５０℃であり、前記過渡
的ゲルが、ポロキサマー及びポロキサミンからなる群より選択される少なくとも１種類の
随意的に精製された逆感熱性ポリマーを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の
薬剤。
【請求項３２】
　前記過渡的ゲルの生理的温度における容積が、転移温度未満における容積の約８０％～
約１２０％であり、前記過渡的ゲルの転移温度が、約３０℃～約４０℃であり、前記過渡
的ゲルが、ポロキサマー及びポロキサミンからなる群より選択される少なくとも１種類の
随意的に精製された逆感熱性ポリマーを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の
薬剤。
【請求項３３】
　前記過渡的ゲルが、アニオン性ポリマー、カチオン性ポリマー、又は非イオン性の架橋
性ポリマーを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３４】
　前記過渡的ゲルが、アルギン酸、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸カリウム、ナトリ
ウム型ジェラン、カリウム型ジェラン、カルボキシメチルセルロース、ヒアルロン酸及び
ポリビニルアルコールからなる群より選択されるポリマーを含んでなることを特徴とする
、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３５】
　前記過渡的ゲルが、リン酸塩、クエン酸塩、ホウ酸塩、コハク酸塩、マレイン酸塩、ア
ジピン酸塩、シュウ酸塩、カルシウム、マグネシウム、バリウム、ストロンチウム、又は
それらの組み合わせを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３６】
　前記過渡的ゲルが、アルギン酸、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸カリウム、ナトリ
ウム型ジェラン及びカリウム型ジェランからなる群より選択されるポリマー、及びカルシ
ウム、マグネシウム又はバリウムを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤
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。
【請求項３７】
　前記過渡的ゲルが、アルギン酸、アルギン酸ナトリウム又はアルギン酸カリウムからな
る群より選択されるポリマーを含んでなり、カルシウムを含んでなる組成物をさらに含ん
でなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項３８】
　前記過渡的ゲルが、ナトリウム型ジェラン及びカリウム型ジェランからなる群より選択
されるポリマーを含んでなり、マグネシウムをさらに含んでなることを特徴とする、請求
項１に記載の薬剤。
【請求項３９】
　前記過渡的ゲルがヒアルロン酸、及びカルシウムを含んでなることを特徴とする、請求
項１に記載の薬剤。
【請求項４０】
　前記過渡的ゲルがポリビニルアルコール、及びホウ酸塩を含んでなることを特徴とする
、請求項１に記載の薬剤。
【請求項４１】
　前記過渡的ゲルが、コラーゲン、ゼラチン、エラスチン、アルブミン、プロタミン、フ
ィブリン、フィブリノゲン、ケラチン、リーリン、及びカゼインからなる群より選択され
るタンパク質を含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項４２】
　前記過渡的ゲルがヒアルロン酸又はキトサンを含んでなることを特徴とする、請求項１
に記載の薬剤。
【請求項４３】
　前記過渡的ゲルが、アルギン酸塩、ペクチン、メチルセルロース、又はカルボキシメチ
ルセルロースを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬剤。
【請求項４４】
　前記過渡的ゲルが架橋性ポリマーを含んでなることを特徴とする、請求項１に記載の薬
剤。
【請求項４５】
　前記臓器が、高度に血管の発達した臓器であることを特徴とする、請求項１～４４のい
ずれか一項に記載の薬剤。
【請求項４６】
　前記臓器が、腎臓、肝臓、前立腺、脳、子宮、又は脾臓であることを特徴とする、請求
項４５に記載の薬剤。
【請求項４７】
　前記臓器が、腎臓、肝臓又は前立腺であることを特徴とする、請求項４５に記載の薬剤
。
【請求項４８】
　前記臓器が腎臓であることを特徴とする、請求項４５に記載の薬剤。
【請求項４９】
　前記過渡的ゲルの寿命が約２０分であることを特徴とする、請求項１～４８のいずれか
一項に記載の薬剤。
【請求項５０】
　前記過渡的ゲルの寿命が約３０分であることを特徴とする、請求項１～４８のいずれか
一項に記載の薬剤。
【請求項５１】
　前記過渡的ゲルの寿命が約４０分であることを特徴とする、請求項１～４８のいずれか
一項に記載の薬剤。
【請求項５２】
　前記対象が哺乳動物であることを特徴とする、請求項１～５１のいずれか一項に記載の
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薬剤。
【請求項５３】
　前記対象がヒトであることを特徴とする、請求項１～５１のいずれか一項に記載の薬剤
。
【請求項５４】
　前記組成物が、シリンジ、カニューレ、カテーテル又は経皮的到達器具を使用して導入
されることを特徴とする、請求項１～５３のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項５５】
　前記組成物が、デュアルルーメンカテーテル又はトリプルルーメンカテーテルを使用し
て導入されることを特徴とする、請求項１～５３のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項５６】
　前記カテーテルが、３～１０フレンチ又は３～６フレンチのサイズであることを特徴と
する、請求項５５に記載の薬剤。
【請求項５７】
　前記組成物が、シリンジを使用して導入されることを特徴とする、請求項１～５３のい
ずれか一項に記載の薬剤。
【請求項５８】
　前記シリンジが、１～１００ｃｃシリンジ、１～５０ｃｃシリンジ又は１～５ｃｃシリ
ンジであることを特徴とする、請求項５７に記載の薬剤。
【請求項５９】
　前記組成物が導入前に約１５℃に冷却されることを特徴とする、請求項１～５８のいず
れか一項に記載の薬剤。
【請求項６０】
　前記組成物が導入前に約１０℃に冷却されることを特徴とする、請求項１～５８のいず
れか一項に記載の薬剤。
【請求項６１】
　前記組成物が導入前に約５℃に冷却されることを特徴とする、請求項１～５８のいずれ
か一項に記載の薬剤。
【請求項６２】
　前記組成物が導入前に約０℃に冷却されることを特徴とする、請求項１～５８のいずれ
か一項に記載の薬剤。
【請求項６３】
　前記組成物が導入前に、氷、水、又はコールドパックによって冷却されることを特徴と
する、請求項１～５８のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項６４】
　前記過渡的ゲルの溶解を補助するために、前記薬剤に生理食塩水を導入することを特徴
とする、請求項１～６３のいずれか一項に記載の薬剤。
【請求項６５】
　前記臓器が冷却に適していることを特徴とする、請求項１～６４のいずれか一項に記載
の薬剤。
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